


要約:PROM は妊娠合併症の中でも最も頻度の高いもの一つであり、分娩時に様々な問題を

ひきおこしやすい。また早産の原因としても非常に重要である。以上よりハイリスク児発

生の主原因であり、その診断管理は以前より産科医の頭を悩ませるところである。破水診

断法に関しては従来の診断法に加え、近年新しい診断法が開発されてきているが、その臨

床的評価についても様々である。そこで今回、BTB 法・ Nile　blue 染色法・ AFP 定性法・

FFN 定性法の 4項目について、臨床的有用性について検討をおこなった。その結果、感度・

特異度・一致率すべてにおいて AFP 定性法が最も高い成績を得た。しかし AFP 定性法に関

しても 100%の正診率は得られず・破水の有無の確定が是非とも必要な症例に関しては、PSP

色素羊膜膣内色素注入法が必夏であると考えられた。


